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『トマス・ホッブズ』（二）

　
三
ー
の
　
学
生
時
代

　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
史
を
経
け
ば
、
ハ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
、
モ
ー
ド
リ
ン
・
ホ
ー
ル
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ヂ
の
名
称
が
複
雑
に

入
り
組
ん
で
い
て
戸
惑
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ヂ
　
　
正
式
に
は
ハ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
　
　
は
、
一
八
〇
五
年
に
解

散
さ
れ
た
。
モ
ー
ド
リ
ン
・
ホ
ー
ル
は
一
八
七
四
年
に
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ヂ
と
し
て
再
建
さ
れ
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ヂ
は

今
日
も
存
続
し
て
い
る
。

　
モ
ー
ド
リ
ン
・
ホ
ー
ル
は
一
六
〇
二
年
モ
ー
ド
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ヂ
か
ら
分
離
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
モ
ー
ド
リ
ン
・
ホ
ー
ル
に
一
六
〇
三

年
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
は
入
学
し
た
。

　
モ
ー
ド
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ヂ
、
モ
ー
ド
リ
ン
・
ホ
ー
ル
及
び
後
の
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ヂ
の
卒
業
生
名
簿
に
は
、
聖
書
翻
訳
家
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
テ
ィ
ン
ダ
ル
、
詩
人
で
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
寺
院
参
事
会
長
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
、
英
国
法
史
家
ジ
ョ
ン
・
セ
ル
デ
ン
（
ホ
ッ
ブ
ズ
の
友
人
）
、

大
法
官
マ
シ
ュ
ー
・
ヘ
イ
ル
卿
、
風
刺
作
家
で
ダ
ブ
リ
ン
参
事
会
長
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
、
ホ
ウ
ィ
ッ
グ
党
政
治
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
、
作
家
イ
ヴ
リ
ン
・
ウ
ォ
ー
、
そ
し
て
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
名
が
見
え
る
。
し
か
し
、
秀
い
で
た
卒
業
生
の
あ
ら
ゆ
る
リ

一319一



介紹

ス
ト
に
は
ホ
ッ
ブ
ズ
自
身
の
名
は
見
い
出
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
、
o。
一
円
き
ぎ
ω
a
Φ
ヨ
き
｝
、
＞
昌
○
義
o
巳
d
巳
奉
お
一
ξ
O
ぎ
暮
、
」
器
o
。
は
ホ
ッ

ブ
ズ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。

　
モ
ー
ド
リ
ン
・
ホ
ー
ル
の
年
間
入
学
者
は
平
均
壬
二
名
で
、
他
の
ど
の
学
寮
よ
り
も
人
気
が
高
か
っ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
一
五
才
の
誕
生
日
間

も
無
く
入
学
し
た
が
、
そ
の
入
学
年
齢
は
当
時
稀
れ
で
は
な
か
っ
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
や
ジ
ェ
；
ム
ズ
一
世
の
治
世
、
十
才
の
学
生
も
二
一
才
の

学
生
も
入
学
許
可
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
下
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
年
齢
だ
と
稀
れ
で
あ
っ
た
。
一
五
八
一
年
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
記
録

に
よ
れ
ば
、
入
学
生
の
う
ち
九
才
（
一
名
）
、
十
才
（
五
名
）
、
一
一
才
（
一
八
名
）
、
一
四
才
（
四
七
名
）
、
一
五
才
（
七
四
名
）
、
一
六
才

（
九
五
名
）
、
一
七
才
（
一
一
一
名
）
、
一
八
才
（
一
二
九
名
）
、
一
九
才
（
一
〇
五
名
）
、
一
二
才
（
三
二
名
）
で
あ
っ
た
。

　
入
学
に
際
し
て
は
、
一
五
六
三
年
に
公
布
さ
れ
た
三
九
ケ
条
信
仰
箇
条
、
英
国
国
教
会
祈
祷
書
、
及
び
国
王
至
上
法
を
認
め
る
宣
誓
を
行
わ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
入
学
金
等
は
社
会
階
級
に
応
じ
て
別
個
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
貴
族
の
子
弟
は
一
三
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
、
ホ
ッ
ブ
ズ
な
ど
の
平
民

の
学
生
は
四
ペ
ン
ス
を
納
め
た
。
学
資
に
つ
い
て
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
よ
う
に
自
費
の
者
と
、
学
業
基
金
を
受
け
る
者
と
に
分
れ
た
。
学
業
基
金

は
、
年
長
生
に
は
年
間
八
ポ
ン
ド
、
文
学
得
業
士
に
は
五
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ
、
年
少
生
に
は
四
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ
与
え
ら
れ
た
。
裕

福
な
学
生
は
、
食
糧
、
下
宿
、
衣
服
、
学
費
、
旅
行
等
に
年
間
約
三
〇
ポ
ン
ド
遣
っ
た
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
教
育
費
が
い
く

ら
か
か
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
オ
ー
ブ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
伯
父
フ
ラ
ン
シ
ス
が
「
モ
ー
ド
リ
ン
・
ホ
ー
ル
で
勉
学
す
る
の
に
大
い
に
援
助
、

と
言
う
よ
り
、
ま
る
ま
る
費
用
を
出
し
て
く
れ
た
」
（
『
名
士
小
伝
』
、
九
五
頁
）
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
伯
父
フ
ラ
ン
シ
ス
に
つ
い
て
か
れ
の
著
作

の
ど
こ
に
も
触
れ
て
い
な
い
。

　
学
生
は
通
常
五
時
、
夏
は
も
っ
と
早
く
起
床
し
、
朝
六
時
の
朝
食
は
一
片
の
パ
ン
と
一
杯
の
ビ
ー
ル
つ
き
の
軽
食
で
あ
っ
た
。
一
日
の
正
餐

で
あ
る
昼
食
は
通
常
一
一
時
で
、
夕
食
は
五
時
に
出
さ
れ
た
。
普
通
、
昼
食
は
、
塩
魚
、
牛
肉
、
羊
肉
、
そ
れ
に
ビ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
祝
日
の

昼
食
（
ブ
レ
イ
ズ
ノ
ー
ズ
・
カ
レ
ッ
ヂ
の
場
合
）
は
、
牛
肉
、
豚
肉
、
兎
肉
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ぶ
ど
う
酒
、
砂
糖
、
林
檎
、
チ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
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『トマス・ホッブズ』（二）

通
常
の
夕
食
は
、
兎
肉
、
サ
ッ
ク
酒
、
エ
ー
ル
、
林
檎
、
チ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
食
事
の
前
後
に
は
祈
り
が
ラ
テ
ン
語
で
唱
和
さ
れ
た
。
食
後
は

部
屋
に
い
た
り
、
図
書
館
で
読
書
し
た
り
（
当
時
は
、
多
く
の
書
籍
が
棚
に
鎖
で
繋
が
れ
て
お
り
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
）
、
カ

レ
ッ
ヂ
の
グ
ラ
ン
ド
を
散
策
し
た
り
し
た
。

　
学
生
は
一
部
屋
に
二
、
三
、
四
人
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
で
居
住
し
た
。
部
屋
は
寒
々
し
く
家
具
も
少
な
か
っ
た
。
ご
く
少
数
の
部
屋
に
暖

炉
が
あ
っ
た
が
、
通
常
の
学
生
は
、
寒
い
冬
を
暖
炉
も
な
し
に
過
ご
し
、
し
か
も
部
屋
は
大
抵
じ
め
じ
め
し
て
い
た
。
一
五
五
〇
年
の
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ヂ
大
学
報
告
が
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
、
学
生
た
ち
は
就
寝
前
、
足
を
暖
め
る
た
め
に
、
半
時
間
走
り
ま
わ
っ
た
り
す
る
と
い
う
。
衛
生
設

備
は
未
発
達
で
あ
っ
た
し
、
入
浴
の
習
慣
は
な
じ
み
薄
か
っ
た
か
ら
、
い
つ
も
シ
ラ
ミ
、
ノ
ミ
、
ナ
ン
キ
ン
ム
シ
、
時
に
は
ネ
ズ
ミ
、
マ
ダ
ニ
、

コ
ウ
モ
リ
を
駆
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
狂
犬
病
は
珍
し
く
な
か
っ
た
し
、
ペ
ス
ト
に
も
襲
わ
れ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
入
学
の
年
一
六
〇
三

年
は
、
一
七
世
紀
に
六
回
に
わ
た
る
ペ
ス
ト
大
流
行
の
第
一
回
目
で
あ
っ
た
し
、
小
流
行
は
そ
れ
以
上
の
回
数
に
及
ぶ
。

　
学
生
生
活
は
す
べ
て
が
厳
格
に
強
制
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
び
た
だ
し
い
規
則
に
し
ば
ら
れ
て
い
た
。
礼
拝
を
軽
ん
じ
た
り
、
食
事

に
遅
れ
た
り
、
閉
門
時
間
に
遅
れ
た
り
、
等
々
、
と
に
か
く
規
則
違
反
を
し
た
場
合
、
鞭
た
た
き
、
罰
金
、
監
禁
、
特
権
の
取
消
し
、
停
学
、

そ
し
て
放
校
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
後
年
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
か
な
り
放
縦
だ
と
述
べ
た
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
自
身
が
規
則
違
反

を
し
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
巧
く
免
れ
た
の
か
、
何
ら
情
報
は
な
い
。

　
一
七
世
紀
初
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
大
学
教
育
の
主
要
科
目
は
、
文
法
、
神
学
、
修
辞
学
、
論
理
学
及
び
道
徳
哲
学
で
あ
っ
た
。
大

抵
の
学
生
は
ラ
テ
ン
語
に
精
通
し
て
い
た
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ア
語
に
も
精
通
す
る
者
も
い
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
は
、
数

学
、
天
文
学
、
地
理
学
そ
し
て
「
物
理
学
」
に
数
講
座
設
け
ら
れ
て
い
た
。
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
を
含
む
幾
何
学
は
、
ブ
レ
イ
ズ
ノ
ー
ズ
・

カ
レ
ッ
ヂ
で
教
え
ら
れ
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
や
イ
タ
リ
ア
語
も
教
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
全
く
初
歩
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。
論
理
学
、
哲
学
等
の
講
座
で
の
最
高
の
学
問
的
源
泉
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
あ
っ
た
。
一
六
三
六
年
頃
ま
で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
ロ
ー
ド
規
則
に
よ
れ
ば
、
文
学
得
業
士
の
決
定
に
際
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
教
義
に
従
い
論
理
学
、
修
辞
学
、
政
治
学
、
道
徳
哲
学
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介紹

の
諸
命
題
を
論
ず
る
こ
と
が
要
件
で
あ
っ
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
言
及
さ
れ
な
い
場
合
は
、
プ
ラ
ト
ン
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
、
キ
ケ
ロ
、
ス

ト
ラ
ボ
ン
等
が
源
泉
と
な
っ
た
。
プ
リ
ニ
ウ
ス
や
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
年
間
四
学
期
制
で
、
一
〇
月
か
ら
一
ニ

　
　
　
　
ミ
カ
エ
ル
マ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ラ
リ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヨ
ス
タ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
リ
ニ
テ
ィ

月
ま
で
の
第
一
学
期
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
第
二
学
期
、
四
月
か
ら
五
月
ま
で
の
第
三
学
期
、
五
月
か
ら
六
月
ま
で
の
第
四
学
期
で
あ
っ
た
。

モ
ー
ド
リ
ン
・
ホ
ー
ル
の
授
業
は
、
】
五
】
六
年
創
立
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
学
寮
の
一
つ
、
コ
ー
プ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
の
そ
れ
と
ほ
“
同
じ

も
の
だ
と
思
え
る
が
、
コ
ー
プ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
の
授
業
で
は
、
月
、
水
、
金
の
午
前
八
時
か
ら
古
典
学
で
、
ウ
ァ
レ
リ
ウ
ス
・
マ
キ
シ
ム
ス
、

プ
リ
ニ
ウ
ス
、
キ
ケ
ロ
の
上
級
作
品
等
が
、
火
、
木
、
土
に
は
、
ベ
ル
ギ
リ
ウ
ス
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
、
ユ
ウ
ェ
ナ
ー
リ
ス
、
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ

ス
、
プ
ラ
ウ
ト
ゥ
ス
が
論
じ
ら
れ
た
。
教
会
祝
祭
日
の
午
後
は
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
や
ペ
ル
シ
ウ
ス
に
関
す
る
公
開
講
義
に
充
て
ら
れ
た
。
ギ
リ
シ

ア
語
教
授
は
、
月
、
水
、
金
の
午
前
一
〇
時
に
話
し
始
め
、
テ
オ
ド
ル
ス
、
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
テ
ス
の
文
法
を
論
じ
、
火
、
木
、

土
に
は
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
ネ
ス
、
ユ
ー
リ
ピ
デ
ス
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
、
プ
ル
タ
ー
ク
、
そ
し
て
、
無
論
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
を
含
む
多
数
の
哲
学
者
や
歴
史
家
を
検
討
し
た
。
公
休
日
講
義
は
、
ホ
メ
ロ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
に
費
や
さ
れ
た
。
神
学
部
の
リ
ー
ダ
ー
（
8
＆
包

が
毎
日
午
後
二
時
か
ら
聖
書
に
つ
い
て
説
教
を
行
っ
た
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
こ
う
し
た
授
業
に
つ
い
て
　
　
学
生
時
代
に
ど
う
思
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
ー
後
年
、
陳
腐
で
大
げ
さ
な
街
学
ぶ
り
に

辛
辣
な
不
満
を
述
べ
る
。
そ
の
街
学
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
科
学
と
発
見
の
新
時
代
に
一
層
歩
調
を
合
わ
せ
る
研
究
方
法
に
と
っ
て
代
ら
れ
た
ず
っ

と
後
ま
で
も
け
な
し
続
け
た
。
素
養
の
な
い
教
授
ら
の
ラ
テ
ン
語
、
形
而
上
学
と
奇
蹟
と
伝
説
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
呪
文
、
言
葉
の
罠
に
よ
っ
て

絞
め
殺
さ
れ
た
科
学
を
忌
み
嫌
っ
た
。
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
中
で
、
大
学
は
「
ロ
ー
マ
教
会
の
侍
女
」
と
し
て
哲
学
を
教
授
し
て
い
る
と

述
べ
た
し
、
オ
ー
ブ
リ
ー
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
今
ま
で
の
最
悪
の
教
師
で
、
政
治
家
、
倫
理
家
と
し
て
最
低
だ
」
と
語
っ
た
。
『
ビ

ヒ
モ
ス
』
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
だ
け
で
な
く
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
で
あ
れ
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
で
あ
れ
、
大
学
の
宗
徒
を
扇
動
の
主
た
る
源
と
考

え
た
。
そ
れ
は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
双
方
と
も
「
臣
民
は
宗
教
的
理
由
か
ら
君
主
を
見
捨
て
、
か
れ
に
対
し
て
武
器
を
と
る

こ
と
は
合
法
的
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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『トマス・ホッブズ』（二）

　
し
か
し
、
大
学
も
徐
々
に
変
化
し
始
め
、
一
七
世
紀
半
ば
ま
で
に
は
自
然
科
学
と
数
学
の
科
目
は
履
修
課
程
で
主
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
も
そ
れ
ら
は
以
下
の
傑
出
し
た
人
々
に
よ
っ
て
坦
わ
れ
た
。
即
ち
、
サ
ヴ
ィ
ル
講
座
担
任
教
授
・
幾
何
学
の
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
リ
ス
、
望
遠

鏡
の
発
明
家
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ゴ
ツ
ダ
ー
ド
、
サ
ヴ
ィ
ル
講
座
担
任
教
授
・
天
文
学
の
セ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
、
化
学
の
ロ
バ
ー
ト
・
ボ
イ
ル
、
医

学
で
は
ト
マ
ス
・
シ
ド
マ
ン
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
、
血
液
循
環
の
発
見
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
、
そ
し
て
、
一
六
四
六
年
か
ら

一
六
六
〇
年
ま
で
は
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
レ
ン
が
サ
ヴ
ィ
ル
講
座
天
文
学
担
任
教
授
で
あ
っ
た
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
は
後
年
、
『
物
体
論
』
（
一
六
五
五
年
）
の
中
で
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
リ
ス
を
「
私
の
敵
」
と
呼
び
、
ウ
ォ
リ
ス
が
「
戦
場
か
ら
つ
い
に

撤
退
し
た
」
と
勝
利
宣
言
を
行
う
が
事
実
は
逆
で
あ
っ
た
。
ペ
テ
ィ
も
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
も
ホ
ッ
ブ
ズ
の
友
人
で
あ
っ
た
が
、
特
に
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
に

つ
い
て
は
、
同
じ
『
物
体
論
』
の
中
で
「
自
然
科
学
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
有
益
な
部
門
で
あ
る
ん
問
み
鼻
体
に
つ
い
て
の
科
学
を
最
初
に
発

見
し
た
人
物
は
、
す
ぐ
れ
た
知
恵
を
も
っ
て
な
る
、
わ
れ
わ
れ
の
同
国
人
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
博
士
そ
の
人
で
あ
る
」
と
絶
賛
し
た
。
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は

一
六
五
七
年
七
九
才
で
亡
く
な
る
が
、
そ
の
遺
言
状
の
補
足
の
中
で
ホ
ッ
ブ
ズ
に
一
〇
ポ
ン
ド
遺
贈
す
る
と
書
き
残
し
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
と
ハ
ー

ヴ
ェ
イ
が
出
会
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
を
介
し
て
一
六
二
一
年
頃
と
思
わ
れ
る
。
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
が
国
王
の
鹿
を
解
剖
す
る
の
を
、

ホ
ッ
ブ
ズ
は
観
察
し
た
り
助
け
た
り
し
て
い
る
。
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
レ
ン
に
つ
い
て
は
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
哲
学
者
と
慣
習
法
の
学
徒

と
の
対
話
』
（
一
六
六
一
年
）
の
中
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
レ
ン
を
賛
辞
し
て
い
る
が
、
オ
ー
ブ
リ
ー
に
よ
れ
ば
「
二
人
は
知
合
い
で
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
か
れ
が
批
判
し
た
人
々
を
含
め
、
非
常
に
よ
く
知
っ
て
い
た
が
、
一
方
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
権
威
者
た
ち
は

『
市
民
論
』
（
一
六
四
二
年
）
も
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
（
一
六
五
一
年
）
も
冷
た
く
あ
し
ら
っ
た
。
一
六
五
四
年
に
『
市
民
論
』
が
ロ
ー
マ
・

カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
の
『
禁
書
目
録
』
に
載
せ
ら
れ
た
時
、
ホ
ッ
ブ
ズ
と
怒
り
を
共
有
し
た
者
は
少
数
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

　
一
六
七
二
年
に
書
か
れ
た
『
自
叙
伝
』
で
は
、
『
リ
ヴ
ァ
イ
ァ
サ
ン
』
や
『
ビ
ヒ
モ
ス
』
で
行
っ
て
い
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
非
難
は
繰
り

返
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
自
叙
伝
』
の
説
明
に
よ
る
と
一
六
〇
三
年
か
ら
一
六
〇
八
年
ま
で
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
ひ
ど
く
退
屈
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
授
業
は
退
屈
だ
し
、
教
師
は
平
凡
だ
し
、
級
友
は
か
れ
よ
り
劣
っ
て
い
た
と
い
う
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
正
規
の
教
室
授
業
と
同
じ
位
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の
時
間
を
大
学
か
ら
離
れ
て
独
自
に
勉
強
や
読
書
に
耽
っ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
生
涯
、
光
学
に
関
心
を
抱
き
数
冊
の
本
を
書
く
が
、
オ
ー
ブ
リ
ー

が
伝
え
る
よ
う
に
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
お
い
て
ホ
ッ
ブ
ズ
氏
は
特
に
夏
の
間
、
極
く
早
く
起
き
て
」
小
鴉
を
観
察
し
た
。
オ
ー
ブ
リ
ー
に

「
光
学
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
際
、
あ
の
よ
う
に
小
さ
な
眼
に
も
鋭
い
視
覚
の
あ
る
例
と
し
て
」
語
っ
た
と
い
う
。
ま
た
オ
ー
ブ
リ
ー
は
「
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
は
（
ホ
ッ
ブ
ズ
は
）
製
本
屋
の
店
に
行
く
の
が
大
好
き
で
、
地
図
に
見
惚
れ
て
い
た
。
」
と
伝
え
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
自
身
は

「
自
叙
伝
』
の
中
で
「
天
体
地
図
や
世
界
地
図
を
も
心
の
糧
に
し
た
。
…
私
は
ま
た
、
ド
レ
ー
ク
や
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
が
ネ
プ
チ
ュ
ー

ン
の
胴
の
飾
り
帯
を
投
げ
入
れ
た
場
所
や
か
れ
ら
が
訪
れ
た
様
々
の
地
方
を
観
察
し
た
。
私
は
、
人
類
の
ち
っ
ぼ
け
な
開
拓
地
や
未
踏
の
地
に

描
か
れ
た
巨
人
を
選
び
出
し
た
」
と
述
べ
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド
レ
ー
ク
卿
（
一
五
四
〇
？
1
一
五
九
六
）
は
対
ア
ル
マ
ダ
の
勝
利
に
加
え
、

一
五
七
七
－
八
○
年
の
世
界
一
周
を
含
む
様
々
の
偉
業
で
名
高
い
。
ト
マ
ス
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（
一
五
五
五
？
1
一
五
九
二
）
は
、

一
五
八
六
ー
八
八
年
に
世
界
一
周
を
成
し
遂
げ
た
史
上
三
番
目
の
人
物
で
あ
っ
た
。
一
五
八
八
年
（
ホ
ッ
ブ
ズ
生
誕
の
年
）
九
月
、
キ
ャ
ヴ
ェ

ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
世
界
周
航
を
な
し
と
げ
て
プ
リ
マ
ス
に
帰
港
し
た
。
「
そ
の
船
中
に
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
と
コ
ズ
マ
ス
と
い
う
英
語
の
名
前
を
与

え
ら
れ
た
二
人
の
日
本
人
青
年
の
姿
が
あ
っ
た
。
二
人
は
二
〇
歳
と
一
七
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
…
そ
の
後
の
彼
ら
の
消
息
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ

ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
最
後
の
航
海
に
加
わ
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
で
か
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
」
（
小
池
滋
監
修
「
イ
ギ
リ
ス
』
新

潮
社
　
一
九
九
二
年
、
三
六
頁
）
か
れ
ら
こ
そ
、
最
初
に
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
た
日
本
人
で
あ
っ
た
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
は
一
六
〇
八
年
二
月
五
日
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
イ
ッ
シ
ュ
（
後
の
第

二
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
）
の
家
庭
教
師
と
な
る
が
、
こ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
前
記
ト
マ
ス
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ユ
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
父
、
同
名
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（
一
六
一
八
年
に
初
め
て
初
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
と
な
る
初
代
ハ
ー
ド

ウ
ィ
ッ
ク
男
爵
）
の
求
め
に
応
じ
、
家
庭
教
師
と
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
を
推
薦
し
た
の
は
、
モ
ー
ド
リ
ン
・
ホ
ー
ル
の
学
寮
長
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
キ

ン
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ブ
リ
ー
は
、
推
薦
者
は
学
寮
長
サ
i
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
シ
ー
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
（
『
名
士
小
伝
』
一
〇
〇
頁
）

が
、
一
六
〇
五
年
に
、
ハ
シ
ー
に
代
っ
て
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
が
後
を
継
い
で
い
た
。
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
が
何
故
に
ホ
ッ
ブ
ズ
を
推
薦
し
た
の
か
、
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そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
オ
ー
ブ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
当
時
一
八
才
の
子
息
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
「
も
し
自
分
と
同

年
輩
の
学
者
が
そ
ば
に
侍
し
て
く
れ
た
ら
、
い
か
め
し
い
博
士
の
教
導
よ
り
も
、
わ
が
学
問
の
た
め
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
見
を
抱
い
て

い
た
」
と
い
う
。

三
1
⇔
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
家

『トマス・ホッブズ』（二）

　
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
家
庭
教
師
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
終
生
、
即
ち
七
〇
年
間
も
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
家
と
関
わ
り
合
い
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
家
を
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
爵
と
し
て
の
隆
盛
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

実
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
祖
母
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
リ
ュ
ー
ズ
ベ
リ
伯
爵
夫
人
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
一
五
二
〇
年
か

ら
一
五
二
五
年
の
間
に
生
ま
れ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
卒
業
し
た
日
の
一
〇
日
後
、
即
ち
一
六
〇
八
年
二
月
一
五
日
に
亡
く
な
っ

た
。
彼
女
は
生
涯
、
四
度
結
婚
し
た
。
即
ち
、
初
婚
は
一
五
四
四
年
、
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ロ
ウ
と
、
再
婚
は
一
五
四
七
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ

ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（
ホ
ッ
ブ
ズ
が
家
庭
教
師
と
な
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
祖
父
に
あ
た
る
）
と
、
三
度
目
の
結
婚
は
一
五
五
九
年
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
セ
ン
ト
・
ル
ー
卿
（
一
五
六
四
年
没
）
と
、
四
度
目
の
結
婚
は
一
五
六
八
年
、
第
六
代
シ
ュ
リ
ュ
ー
ズ
ベ
リ
伯
爵
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ル
ボ
ッ

ト
と
で
あ
っ
た
。
タ
ル
ボ
ッ
ト
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
よ
り
四
〇
才
も
若
く
、
既
に
六
人
の
子
持
ち
で
あ
っ
た
。
一
五
八
四
年
、
結
婚
生
活
は
破
綻
を

き
た
し
離
婚
す
る
。

　
ゼ
ン
ト
リ
乃
至
ス
ク
ワ
イ
ア
身
分
に
属
し
て
い
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
初
婚
の
相
手
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ロ
ウ
は
従
兄
で
、
社
会
階
級
上
か
な
り
高

い
一
族
の
出
身
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
結
婚
後
、
間
も
無
く
一
四
才
に
し
て
亡
く
な
っ
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
二
〇
才
で
あ
っ
た
。
再
婚
の
相
手
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
卿
は
修
道
院
の
解
散
の
関
係
か
ら
彪
大
な
財
産
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
五
つ
の
州
に
散
在
す
る
領
地
を
も
ち
、

そ
れ
ら
を
売
却
し
ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
州
と
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
シ
ャ
ー
州
に
新
た
に
領
地
を
購
入
し
た
。
三
度
目
の
結
婚
相
手
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
セ
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ン
ト
・
ル
i
卿
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
卿
以
上
に
高
い
社
会
的
地
位
と
巨
大
な
富
を
有
し
て
い
た
。
結
婚
後
五
年
に
し
て

亡
く
な
り
遺
産
の
大
半
を
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
遺
贈
し
た
。
四
番
目
の
夫
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ル
ボ
ッ
ト
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
最
高
に
富
裕
な
人
々
の
一

人
で
あ
っ
た
。
あ
ま
た
の
屋
敷
と
何
千
工
ー
カ
ー
の
農
地
に
加
え
、
鉄
鉱
山
、
鉛
鉱
山
、
鋳
物
工
場
、
船
舶
、
ガ
ラ
ス
工
場
、
炭
鉱
を
所
有
し

て
い
た
。
こ
の
結
婚
が
破
綻
し
た
際
、
タ
ル
ボ
ッ
ト
は
チ
ャ
ッ
ト
ワ
ー
ス
が
自
分
に
属
す
と
主
張
し
た
が
彼
女
は
同
意
し
な
か
っ
た
。
一
五
九
〇

年
頃
に
は
、
彼
女
が
父
親
か
ら
相
続
し
て
い
た
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
を
改
築
し
、
そ
れ
は
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
・
オ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ
た
。

間
も
無
く
タ
ル
ボ
ッ
ト
が
亡
く
な
り
、
彼
女
は
寡
婦
と
し
て
の
取
り
分
を
加
え
、
七
一
才
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
最
も
富
裕
な
女
性
と
な
っ
た
。

チ
ャ
ッ
ト
ワ
！
ス
は
彼
女
の
死
後
、
長
男
ヘ
ン
リ
ー
が
相
続
し
、
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
は
二
男
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
相
続
す
る
。
一
六
一
六
年
ヘ
ン
リ
ー

が
亡
く
な
る
と
、
チ
ャ
ッ
ト
ワ
ー
ス
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
相
続
し
た
。

　
祖
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（
一
五
〇
五
－
一
五
五
七
）
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
結
婚
し
た
一
五
四
七
年
に
四
七
才
で
あ
っ

た
が
、
か
れ
は
既
に
二
度
結
婚
し
二
人
の
娘
が
い
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
の
間
に
六
人
の
子
供
を
も
う
け
た
。
即
ち
、
長
男
ヘ

ン
リ
i
（
一
六
一
六
年
没
）
　
か
れ
は
タ
ル
ボ
ッ
ト
の
娘
と
結
婚
す
る
。
か
れ
は
、
嫡
出
子
が
一
人
も
お
ら
ず
、
「
ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
州
・
ス

タ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
州
全
体
の
共
同
利
用
の
雄
牛
」
と
呼
ば
れ
た
。
二
男
ウ
ィ
リ
ア
ム
　
　
か
れ
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
父
に
あ
た
り
、

一
六
一
八
年
初
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
と
な
る
初
代
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
男
爵
で
あ
る
。
三
男
チ
ャ
ー
ル
ズ
　
　
か
れ
の
子
息
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
い

い
ニ
ュ
ー
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
公
爵
と
な
る
。
（
一
六
七
六
年
没
）
（
ニ
ュ
ー
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
公
爵
家
系
図
に
つ
い
て
は
水
谷
三
公
『
英
国
貴
族
と
近
代
』
東

大
出
版
会
、
一
九
八
七
年
、
二
一
六
頁
参
照
の
こ
と
）
爵
位
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
子
息
ヘ
ン
リ
ー
が
継
ぎ
、
一
六
九
一
年
に
没
し
た
。
娘
は
三
人
い

る
が
、
そ
の
一
人
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
い
い
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
女
王
メ
ア
リ
ー
の
弟
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
テ
ユ
ア
ー
ト
と
結
婚
の
話
が
も
ち
あ
が
っ

た
が
、
こ
れ
は
破
談
に
な
っ
た
。
も
う
一
人
の
娘
は
メ
ア
リ
ー
と
い
い
、
タ
ル
ボ
ッ
ト
の
子
息
と
結
婚
し
た
。
い
ま
一
人
の
娘
に
つ
い
て
は
情

報
が
な
い
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
好
運
に
も
恵
ま
れ
た
が
、
富
と
権
力
の
象
徴
の
不
屈
の
収
集
家
で
あ
り
、
自
分
自
身
と
子
供
た
ち
の
た
め
に
は
極
端
な
野
心
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家
で
あ
っ
た
。
す
こ
ぶ
る
タ
フ
で
あ
っ
た
が
、
移
り
気
で
せ
っ
か
ち
で
情
に
も
ろ
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
が
窮
境
を
招
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

一
五
七
四
年
か
ら
七
五
年
の
冬
に
か
け
て
の
ロ
ン
ド
ン
塔
監
禁
を
除
け
ば
幸
運
な
人
生
を
送
っ
た
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
最
高
の
偉
業
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
は
、
一
六
〇
三
年
の
概
観
の
ま
ま
現
存
す
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
建
築
様
式
の
傑
作
で

あ
る
。
前
方
か
ら
邸
宅
に
近
づ
く
と
五
〇
の
大
窓
を
も
つ
フ
ァ
サ
ー
ド
を
眼
に
す
る
。
四
階
建
の
六
つ
の
大
塔
の
上
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
シ
ュ
リ
ュ
ー

ズ
ベ
リ
の
イ
ニ
シ
ァ
ル
、
E
・
S
が
銘
刻
さ
れ
て
い
る
。
大
塔
と
大
塔
の
間
は
三
階
建
で
、
併
せ
て
六
〇
余
の
部
屋
か
ら
な
っ
て
い
た
。
ホ
ッ

ブ
ズ
は
、
二
階
の
子
息
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
部
屋
に
隣
接
し
た
一
室
を
与
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
三
〇
人
を
こ
す
屋
内
使
用
人
の
う
ち
、
若
干
の
料

理
人
、
ウ
ェ
イ
タ
ー
、
メ
イ
ド
、
洗
濯
女
が
ホ
ッ
ブ
ズ
に
あ
て
が
わ
れ
た
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
父
、
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
男
爵
は
、
一
六
一
八
年
に
国
王
へ
の
一
万
ポ
ン
ド
（
現
在
の
お
よ
そ
一
〇
〇
万
ド
ル
）
の
献
金
と
引

換
え
に
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
と
な
っ
た
。
か
れ
は
母
の
性
格
や
気
質
を
も
っ
と
も
よ
く
ひ
き
つ
い
で
い
た
。
一
六
〇
八
年
か
ら
一
二
年
に
わ
た
る

ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
の
改
築
に
二
六
三
ポ
ン
ド
以
上
、
そ
し
て
｝
六
一
九
年
か
ら
一
二
年
に
わ
た
る
増
築
に
そ
れ
以
上
の
金
額
を
費
し
た
。

一
六
一
九
年
八
月
、
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
後
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
が
正
餐
に
訪
れ
た
際
、
初
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
は
新
た
に

一
六
人
の
料
理
人
を
雇
い
入
れ
、
皇
太
子
の
召
使
や
「
皇
太
子
と
ト
ラ
ン
プ
を
す
る
御
婦
人
方
」
に
さ
え
五
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ
支
払
っ
た
。

フ
リ
ー
ズ
、
タ
ピ
ス
ト
リ
ー
、
テ
ユ
ー
ダ
i
家
歴
代
領
主
の
肖
像
画
、
壮
大
な
炉
端
、
紋
章
盾
に
飾
ら
れ
た
大
広
間
で
の
正
餐
に
、
子
息
ウ
ィ

リ
ア
ム
と
共
に
ホ
ッ
ブ
ズ
も
列
席
し
た
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
は
人
生
の
大
半
を
、
こ
の
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
と
チ
ャ
ッ
ト
ワ
ー
ス
で
過
ご
し
た
。
一
六
七
九
年
一
〇
月
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
病
い
に
倒

れ
た
の
は
チ
ャ
ッ
ト
ワ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
死
の
床
に
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
一
月
末
に
一
族
が
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
に
移
っ
た
際
、

同
行
す
る
と
主
張
し
、
＝
一
月
四
日
、
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
で
亡
く
な
っ
た
。

　
初
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
長
男
で
同
名
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
第
二
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
i
伯
に
ホ
ッ
ブ
ズ
は
家
庭
教
師
と
し
て
勤
め
る

の
だ
が
、
か
れ
は
妻
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
の
間
に
、
第
三
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
i
伯
と
な
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
二
男
チ
ャ
ー
ル
ズ
、
娘
ア
ン
を
も
う
け
た
。
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ホ
ッ
ブ
ズ
が
初
め
て
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
に
や
っ
て
来
た
時
、
二
〇
才
の
青
年
で
あ
っ
た
し
、
か
れ
の
弟
子
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
イ
ッ

シ
ュ
は
一
八
才
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
既
に
前
年
の
四
月
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
ル
ー
ス
と
結
婚
し
て
い
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
キ
ン
ロ

ス
の
ブ
ル
ー
ス
公
エ
ド
ワ
ー
ド
の
一
人
娘
で
、
そ
の
年
一
二
才
の
可
愛
い
赤
毛
の
少
女
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
既
に
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
・
チ
ャ
タ
ー
ト
ン
な
る
女
性
と
懇
ろ
で
あ
っ
た
が
、
経
済
的
政
治
的
理
由
か
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
を
選
ん
だ
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
が
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
の
一
員
と
な
っ
た
二
年
後
、
一
六
一
〇
年
に
、
か
れ
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
等

の
諸
都
市
を
め
ぐ
っ
た
。
そ
の
年
の
五
月
、
フ
ラ
ン
ス
国
王
ア
ン
リ
四
世
が
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ヴ
ァ
イ
ヤ
ッ
ク
に
暗
殺
さ
れ
た
が
、
そ
の
頃
、

か
れ
ら
は
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
六
〇
五
年
の
ガ
ン
パ
ウ
ダ
ー
・
プ
ロ
ッ
ト
の
ガ
イ
・
フ
ォ
ー
ク
ス
と
そ
の
共
謀
者
も

ラ
ヴ
ァ
イ
ヤ
ッ
ク
も
狂
信
的
な
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
件
は
、
国
内
秩
序
と
安
定
の
為
の
唯
一
最
大
の
条
件
は
宗
教
が
政
治
的

権
力
に
全
面
的
・
絶
対
的
に
服
従
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
信
条
に
刻
印
を
お
し
た
で
あ
ろ
う
。
ラ
ヴ
ァ
イ
ヤ
ッ
ク
事
件
に
つ
い

て
は
、
後
年
、
『
ブ
ラ
ム
ホ
ー
ル
大
僧
正
へ
の
返
書
』
（
一
六
六
八
年
）
及
び
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
哲
学
者
と
慣
習
法
の
学
徒
と
の
対
話
』

の
中
で
言
及
し
て
い
る
。

　
こ
の
頃
の
ホ
ッ
ブ
ズ
初
期
著
作
は
、
一
六
二
七
年
頃
の
「
丘
の
驚
異
に
つ
い
て
」
と
い
う
詩
集
（
U
①
竃
一
声
巨
ぎ
垢
評
8
一
邑
巴
品
爵
①

ミ
o
＆
①
お
亀
9
①
国
躍
房
『
｝
Φ
要
ぎ
U
胃
ξ
あ
毎
昂
O
o
目
ヨ
9
ζ
O
毘
a
些
①
U
①
＜
旨
の
＞
お
①
亀
評
葵
）
、
ま
た
最
初
に
知
ら
れ
る
政
治

著
作
、
一
六
二
九
年
の
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
翻
訳
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
シ
ス
・
べ
ー
コ
ン
の
『
随
想
集
』
の
う
ち
の
二
、
三
篇
の
随
筆
の
ラ
テ

ン
語
へ
の
翻
訳
で
あ
る
。
「
丘
の
驚
異
に
つ
い
て
」
と
い
う
詩
集
は
、
詩
と
し
て
も
ホ
ッ
ブ
ズ
思
想
研
究
に
と
っ
て
も
さ
ほ
ど
価
値
が
な
い
か

ら
割
愛
し
、
ま
た
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
翻
訳
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
が
ベ
ー
コ
ン
の
秘
書
を
勤
め
る
の
は
一
六
二
〇
年
か
ら
二
五
年
ま
で
で
あ
る
が
べ
ー
コ
ン
の
『
随
想
集
』
の
翻
訳
に
関
し
て
は
、

べ
ー
コ
ン
も
ホ
ッ
ブ
ズ
も
ど
こ
に
も
言
及
し
て
い
な
い
。
オ
ー
ブ
リ
ー
が
伝
え
る
の
み
で
あ
る
。
べ
ー
コ
ン
は
一
六
二
六
年
に
亡
く
な
り
、
そ

の
年
に
オ
ー
ブ
リ
ー
が
生
れ
た
か
ら
、
オ
ー
ブ
リ
ー
の
情
報
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
み
に
負
う
も
の
で
あ
る
。
オ
ー
ブ
リ
ー
は
「
べ
ー
コ
ン
は
（
ホ
ッ
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ブ
ズ
と
）
言
葉
を
交
え
る
の
を
大
層
好
ま
れ
た
。
…
『
随
想
集
』
の
数
篇
を
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
す
る
の
を
手
伝
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
「
都
市
の

偉
大
さ
に
つ
い
て
」
で
あ
り
、
…
残
り
が
何
で
あ
っ
た
か
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。
「
都
市
の
偉
大
さ
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
名
は
、

オ
ー
ブ
リ
ー
が
誤
っ
て
伝
え
て
お
り
、
正
し
く
は
「
王
国
と
国
家
（
国
ω
鼠
S
。
・
）
の
真
の
偉
大
さ
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
オ
ー
ブ
リ
ー
が
「
忘

れ
て
し
ま
っ
た
」
随
筆
は
「
偽
装
と
隠
蔽
に
つ
い
て
」
と
「
革
新
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。
現
代
の
べ
ー
コ
ン
研
究
の
第
一
人
者
W
・
オ
ー
ル

デ
ィ
ス
・
ラ
イ
ト
に
よ
れ
ば
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
中
で
最
善
に
訳
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
」
で
あ
り
、
ま
た
、
現
代
の
べ
ー
コ
ン
伝
記
作
家
キ
ャ

サ
リ
ン
・
D
・
バ
ウ
エ
ン
に
よ
れ
ば
「
頑
固
で
、
…
容
赦
な
く
、
笑
い
に
対
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
精
神
的
衝
撃
に
長
ず
る
。
し
か
も
そ
の
一
つ

は
忘
れ
が
た
い
も
の
も
あ
る
」
と
い
う
。

　
べ
ー
コ
ン
と
ホ
ッ
ブ
ズ
の
性
格
や
信
条
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
に
は
姿
勢
や
見
解
の
上
で
も
多
く
の
類
似
点
が
あ
っ
た
。
両
者
と

も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
ス
コ
ラ
哲
学
を
攻
撃
し
、
べ
ー
コ
ン
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
学
説
を
教
え
る
大
学
に
批
判
的
で
、
「
大
学
に
お
け
る
学
生

が
、
あ
ま
り
早
く
、
ま
た
あ
ま
り
未
熟
の
う
ち
に
論
理
学
や
修
辞
学
と
い
う
よ
う
な
、
子
供
や
新
参
者
よ
り
卒
業
生
に
一
層
適
当
な
学
芸
を
や

り
始
め
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
…
〔
従
っ
て
〕
こ
れ
ら
の
学
芸
の
英
知
が
偉
大
で
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
、
殆
ど
軽
蔑
さ
れ
る
よ
う
な
も

の
に
な
り
、
子
供
じ
み
た
論
弁
と
、
こ
っ
け
い
な
気
ど
り
に
堕
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
（
べ
ー
コ
ン
、
成
田
成
寿
訳

『
学
問
の
発
達
』
中
央
公
論
社
、
世
界
の
名
著
、
三
≡
T
≡
二
頁
）
べ
ー
コ
ン
は
実
験
的
帰
納
法
の
提
唱
者
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
抽
象
的
演
繹
的
論
理
学

の
支
持
者
で
あ
っ
た
が
、
D
・
ブ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
以
下
の
点
で
も
類
似
し
て
い
た
。
即
ち
、
「
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
知
識
を
体
系
化
し
よ
う
と

し
た
点
。
科
学
を
真
理
の
鍵
と
し
て
利
用
す
る
点
。
知
識
の
目
的
と
し
て
効
用
や
力
を
理
想
と
す
る
点
。
実
在
は
多
か
れ
少
な
か
れ
機
械
的
で

あ
り
、
感
覚
上
の
印
象
は
主
観
的
だ
と
す
る
概
念
の
点
。
目
的
因
の
放
棄
の
点
と
、
知
識
領
域
と
信
仰
領
域
の
分
離
の
点
。
自
然
主
義
的
原
理

の
、
自
然
的
な
世
界
か
ら
道
徳
的
・
社
会
的
世
界
へ
の
敷
彷
の
点
」
で
あ
る
。
両
者
は
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
賛
美
者
の
点
で
も
共
通
し
て
い
た
。

べ
ー
コ
ン
は
「
〔
ギ
リ
シ
ア
史
に
関
連
し
た
〕
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
と
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
原
典
は
、
全
然
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
く
保
存
し
、
た

だ
補
完
し
、
継
続
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
（
べ
ー
コ
ン
、
同
右
、
三
三
三
頁
）
　
ホ
ッ
ブ
ズ
に
よ
る
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
翻
訳
に
関
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し
て
べ
ー
コ
ン
が
一
定
の
役
割
を
果
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
べ
ー
コ
ン
は
、
自
分
の
眼
か
ら
み
て
も
他
人
の
眼
か
ら
み
て
も
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ

ス
で
は
全
く
な
か
っ
た
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
べ
ー
コ
ン
告
訴
と
ト
ユ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
追
放
と
の
間
に
一
定
の
類
似
性
を
み
た
か
も
し
れ
な
い
。

一
六
二
一
年
、
大
法
官
べ
ー
コ
ン
は
、
収
賄
や
職
権
乱
用
等
の
訴
因
で
議
会
に
よ
り
告
発
さ
れ
、
四
万
ポ
ン
ド
の
罰
金
、
無
期
の
ロ
ン
ド
ン
塔

投
獄
等
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
幸
い
に
も
評
決
す
べ
て
は
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
か
れ
の
政
治
経
歴
は
そ
れ
で
終
っ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、

庶
民
院
や
貴
族
院
の
裁
判
官
の
多
く
が
高
い
位
置
で
の
道
徳
性
に
よ
る
よ
り
も
個
人
的
な
野
心
、
嫉
妬
、
敵
憶
心
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
た

人
々
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
知
っ
て
い
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
翻
訳
の
序
文
で
、
た
と
え
か
れ
ら
の
行
為
に
「
神
慮
も
勇
気
も
」

欠
落
し
て
い
る
と
し
て
も
、
事
態
が
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
、
「
事
件
の
み
で
判
断
す
る
」
人
々
に
は
、
「
中
傷
の
道
」
が
常
に
開
か
れ
て
お
り
、

そ
し
て
「
公
共
善
へ
の
献
身
の
姿
を
し
た
妬
み
」
が
安
易
に
告
発
を
手
柄
と
す
る
と
書
い
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
に
と
っ
て
べ
ー
コ
ン
や
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ

デ
ス
の
事
件
は
、
所
詮
、
立
法
議
会
へ
の
嫌
悪
と
不
信
を
確
証
す
る
に
役
立
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
最
後
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
弟
子
、
第
二
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
爵
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
イ
ッ
シ
ュ
と
の
二
〇
年
間
に
つ
い
て
触
れ
て
お

こ
う
。
オ
ー
ブ
リ
ー
は
、
こ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
つ
い
て
「
浪
費
家
」
で
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
金
策
に
走
り
ま
わ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ

自
身
は
、
『
自
叙
伝
』
の
中
で
伯
爵
は
「
主
人
と
い
う
よ
り
友
人
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
時
代
は
、
私
の
人
生
の
中
で
と
び
ぬ
け
て
素
晴

し
い
日
々
で
あ
っ
た
。
今
で
も
な
お
、
私
に
幸
福
な
夢
を
与
え
て
く
れ
る
。
か
く
な
る
歳
月
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
か
れ
は
私
に
安
逸
と
、
私

の
研
究
の
為
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
書
物
を
与
え
て
く
れ
た
。
…
〔
か
れ
は
〕
私
の
優
し
く
寛
大
な
主
人
〔
で
あ
っ
た
〕
」
と
書
い
た
。
伯
爵
に

献
げ
ら
れ
た
『
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
』
の
ホ
ッ
ブ
ズ
の
献
辞
は
、
「
文
芸
を
自
由
に
研
究
し
た
人
々
」
に
対
す
る
伯
爵
の
傾
注
を
ほ
め
た
た
え
、

「
伯
爵
の
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
以
上
に
、
大
学
を
必
要
と
す
る
」
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
と
付
け
加
え
る
。
伯
爵
は
「
偉
人
、
歴
史
、
文
明
的

知
識
が
膨
大
な
時
間
を
か
け
た
労
苦
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
学
識
」
を
示
し
、
「
学
識
を
、
研
究
に
よ
っ
て
吸
収
し
、
判
断
に
よ
っ
て
会
得
し
、

祖
国
に
役
立
つ
知
恵
や
能
力
に
変
え
る
為
に
読
書
し
、
そ
し
て
ま
た
熱
心
に
専
心
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
こ
と
は
党
派
争
い
や
野
心
か
ら

熱
心
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
」
と
た
た
え
た
。
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『トマス・ホッブズ』（二）

　
ホ
ッ
ブ
ズ
自
身
も
オ
ー
ブ
リ
ー
も
触
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
ノ
エ
ル
・
マ
ル
カ
ム
に
よ
れ
ば
、
ホ
ッ
ブ
ズ
と
伯
爵
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ァ
植
民

地
や
バ
ー
ミ
ュ
ー
ダ
諸
島
に
関
係
す
る
会
社
と
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
エ
ハ
ニ
ニ
年
六
月
一
九
日
頃
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
会
社
の

一
員
に
な
っ
た
の
は
事
実
ら
し
い
。
従
っ
て
、
サ
マ
ー
諸
島
会
社
の
株
主
で
も
あ
っ
た
。
サ
マ
ー
諸
島
会
社
は
、
バ
ー
ミ
ュ
ー
ダ
諸
島
の
植
民

地
に
関
係
す
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
会
社
の
、
独
立
は
し
て
い
る
も
の
の
、
大
抵
は
従
属
的
な
企
業
体
で
あ
っ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
「
続
く
二
年
間
に

三
七
回
を
下
ら
な
い
会
合
」
に
伯
爵
と
共
に
加
わ
り
、
パ
ト
ロ
ン
の
立
場
に
立
っ
て
発
言
し
た
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
会
社
も
サ
マ
ー
諸
島
会
社
も
、

終
始
、
資
金
ぐ
り
や
経
営
を
め
ぐ
っ
て
大
論
争
に
ま
き
こ
ま
れ
た
。
一
六
壬
二
年
七
月
、
ウ
ォ
リ
ッ
ク
男
爵
ロ
バ
ー
ト
・
リ
ッ
チ
が
伯
爵
の
虚

言
を
非
難
し
た
際
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
出
席
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
男
爵
と
短
気
な
伯
爵
は
、
決
闘
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ

ラ
ン
ダ
で
決
闘
す
る
取
り
決
め
を
む
す
ん
だ
。
し
か
し
、
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
聞
き
及
ん
で
、
結
果
的
に
、
「
す
べ
て
の
港
が
看
視
さ
れ
る
よ

う
命
ぜ
ら
れ
た
。
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
シ
ョ
ー
ハ
ム
で
捕
え
ら
れ
、
あ
る
紳
士
の
邸
に
拘
留
さ
れ
た
。
ウ
ォ
リ
ッ
ク
は
商
人
に
ば
け
て

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
逃
げ
た
が
、
ゲ
ン
ト
で
み
つ
か
り
、
そ
の
事
件
全
体
が
立
ち
消
え
に
な
っ
た
ら
し
い
。
」
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ

ン
』
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
「
私
的
な
決
闘
は
、
非
合
法
で
は
あ
る
が
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
拒
む
者
に
は
名
誉
が

与
え
ら
れ
る
と
規
定
さ
れ
、
挑
む
者
に
は
恥
辱
が
与
え
ら
れ
る
と
規
定
さ
れ
る
よ
う
な
時
が
く
る
ま
で
は
、
常
に
そ
う
で
あ
ろ
う
。
…
た
い
て

い
の
決
闘
は
、
決
闘
者
の
一
方
ま
た
は
双
方
の
短
気
な
言
葉
の
結
果
で
あ
り
、
ま
た
不
名
誉
に
対
す
る
恐
怖
の
結
果
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
短
気

の
と
り
こ
に
な
っ
て
、
汚
辱
を
す
す
ぐ
べ
く
決
闘
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
」
（
岩
波
文
庫
H
、
一
五
六
頁
）

　
し
か
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
当
時
の
そ
れ
ら
の
事
に
全
く
触
れ
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
の
会
社
の
指
導
者
た
ち
、
即
ち
、
サ
ン
デ
ィ
ー
兄
弟
、
ダ
イ

ジ
ェ
ス
、
ダ
ン
ヴ
ァ
ー
ス
が
コ
般
的
に
、
宮
廷
に
反
発
し
て
祖
国
に
、
衡
平
法
に
反
発
し
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
、
国
王
大
権
に
反
発
し
議
会

特
権
に
共
感
」
を
示
し
て
お
り
、
サ
ン
デ
ィ
ー
兄
弟
は
革
命
時
、
議
会
軍
の
大
佐
と
し
て
軍
務
に
つ
き
、
ダ
ン
ヴ
ァ
ー
ス
は
、
一
六
四
九
年
チ
ャ
ー

ル
ズ
一
世
を
処
刑
に
し
た
六
七
人
の
判
事
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
か
れ
ら
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
会
社
の
報
告
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
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介紹

『
リ
ヴ
ァ
イ
サ
ン
』
の
中
で
四
ケ
所
、
例
え
ば
「
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
地
方
の
野
蛮
民
族
は
、
小
さ
な
諸
家
族
の
統
治
の
ほ
か
に
は
、
ま
っ
た

く
統
治
と
い
う
も
の
を
も
た
な
い
で
、
…
小
さ
な
諸
家
族
の
一
致
は
自
然
的
情
欲
に
よ
る
の
で
あ
る
。
」
（
岩
波
文
庫
の
、
二
〇
五
頁
）
と
の
み
触

れ
る
。
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
社
会
は
「
貧
し
く
、
陰
険
で
、
残
忍
で
」
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
浪
費
家
」
第
二
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
は
、
「
快
適
な
生
活
と
過
度
の
放
縦
」
の
せ
い
で
、
一
六
二
八
年
六
月
二
〇
日
、
三
八
才

で
亡
く
な
っ
た
。
か
れ
の
生
活
ぶ
り
は
か
れ
の
資
産
を
こ
え
て
い
た
。
三
人
の
子
を
も
つ
寡
婦
と
な
っ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
直
ち
に
、
亡
夫

の
負
債
の
返
済
に
関
わ
る
三
〇
余
の
訴
訟
に
ま
き
こ
ま
れ
た
。
相
続
領
地
の
売
却
で
す
ら
そ
の
返
済
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
か
の

女
は
そ
の
為
、
節
約
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
ホ
ッ
ブ
ズ
の
解
雇
に
つ
な
が
っ
た
か
否
か
は
確
か
で
な
い
。
と
も
か
く
、
ホ
ッ
ブ
ズ

は
し
ば
ら
く
し
て
、
即
ち
、
一
六
三
一
年
に
再
び
か
の
女
の
仕
事
に
戻
っ
た
。
そ
の
間
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
教
え
る
別
の
青
年
が
い
た
り
、
別
の
大

陸
旅
行
が
あ
っ
た
り
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
翻
訳
が
現
わ
れ
た
り
す
る
。

一
一
一
1
の
　
『
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
』
翻
訳
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ホ
ッ
ブ
ズ
が
い
つ
『
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
』
翻
訳
を
開
始
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
「
一
六
二
八
年
以
降
で

は
な
い
」
と
の
み
い
う
。
（
添
谷
他
訳
『
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
学
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
序
言
八
頁
）
成
程
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
翻
訳
が
十
分
進

ん
で
か
ら
、
一
六
二
八
年
三
月
一
八
日
、
ロ
ン
ド
ン
出
版
業
者
登
録
簿
に
登
載
し
た
。
そ
の
登
録
簿
へ
の
登
載
は
国
王
の
出
版
許
可
と
同
じ
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
書
籍
で
あ
れ
、
印
刷
も
売
買
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
三
ヶ
月
後
の
六
月
二
〇
日
に
、
第
二
代
デ

ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
出
版
は
延
期
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
一
一
月
初
め
、
故
二
代
伯
爵
へ
の
「
献
辞
」
の
原
稿
が
、
伯
爵
の
未
亡

人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
下
へ
か
の
女
の
許
可
を
求
め
て
送
ら
れ
た
。
そ
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
宛
書
簡
の
中
で
「
間
も
無
く
印
刷
の
準
備
が
で
き
ま
す

の
で
、
都
合
よ
く
い
き
ま
す
よ
う
に
直
ち
に
」
送
り
戻
す
よ
う
要
請
し
て
い
る
。



『トマス・ホッブズ』（二）

　
一
六
二
九
年
、
初
版
一
刷
り
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
フ
ル
・
タ
イ
ト
ル
は
、
国
蒔
算
ω
8
ぎ
の
9
甚
Φ
ぽ
一
〇
唱
○
暮
Φ
o。
一
き
≦
曽
声
≦
『
葺
窪

ξ
目
ど
。
旨
こ
①
p
爵
Φ
の
o
暮
①
o
ら
○
一
〇
ε
巴
暮
①
壱
お
け
Φ
傷
昌
些
吋
巴
些
帥
＆
9
一
蒔
①
g
①
ぼ
巨
島
讐
①
ξ
o
暮
o
㌦
甚
①
9
①
①
ざ
ξ
望
o
目
霧

＝
○
ぴ
げ
①
。
。
あ
8
お
鼠
蔓
8
爵
①
一
9
①
国
畦
一
①
9
∪
①
＜
○
冨
匡
お
、
で
あ
っ
た
。
初
版
本
は
直
ち
に
成
功
を
博
し
、
エ
ハ
一
二
四
年
と
四
八
年
に
増
刷

さ
れ
、
一
六
七
六
年
の
『
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
』
は
第
二
版
の
形
で
再
刊
さ
れ
、
第
三
版
「
増
補
改
訂
版
」
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
死
後
、
四
四
年
経

て
一
七
二
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た
。
オ
ー
ブ
リ
ー
に
よ
れ
ば
ホ
ッ
ブ
ズ
は
「
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・
エ
イ
ト
ン
や
桂
冠
詩
人
ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
自

分
の
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
訳
の
文
体
を
ど
う
思
う
か
教
え
て
く
れ
と
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
史

に
お
い
て
最
も
秀
い
で
た
ギ
リ
シ
ア
欽
定
講
座
担
任
教
授
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ジ
ャ
ウ
イ
ッ
ト
（
一
。
。
嵩
－
8
）
に
よ
れ
ば
訳
文
は
「
粗
雑
」
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
の
ロ
　
ワ

「
真
価
以
上
に
賞
賛
さ
れ
て
き
た
」
と
い
う
。
一
方
、
現
代
の
翻
訳
家
M
・
1
・
フ
ィ
ン
レ
イ
は
訳
文
は
「
力
強
い
」
と
い
い
、
R
・
ウ
ォ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
き
　
さ

ナ
ー
は
「
正
確
で
男
ら
し
く
、
し
か
も
断
固
と
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
評
価
で
あ
る
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
自
叙
伝
』
に
お
い
て
、
歴
史
家
の
中
で
も
「
格
別
好
き
な
」
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
「
民
主
主
義
が
い
か
に
愚
劣
で
あ
る
か
、

そ
し
て
ま
た
ど
の
程
度
ま
で
一
人
の
人
間
が
会
議
体
よ
り
賢
明
で
あ
る
か
」
を
教
え
て
く
れ
た
、
と
書
い
た
。
続
け
て
、
「
こ
の
著
者
は
イ
ギ

リ
ス
人
に
英
語
で
話
し
か
け
る
こ
と
、
そ
し
て
論
弁
に
耳
を
傾
け
る
誘
惑
に
警
告
す
る
こ
と
を
、
私
の
仕
事
に
し
た
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ト
ゥ

キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
『
戦
史
』
は
既
に
一
五
五
〇
年
に
英
訳
さ
れ
て
い
た
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
改
め
て
翻
訳
す
る
意
味
は
、
一
六
二
九
年
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
取
り
分
け
関
係
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
主
張
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
、
民
主
主
義
や
「
誰
弁
」
に
反
対
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
ま
で
先
例
の
な
か
っ
た
戦
争
と
そ
の

結
末
に
つ
い
て
書
き
著
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ギ
リ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
爾
来
体
験
さ
れ
た
中
で
最
悪
の
ペ
ス
ト
が
流
行
し
た
間
に
、
紀
元
前
四
三
一
年
か
ら
四
〇
四
年
に
か
け
て
ア
テ
ナ
イ
・

ス
パ
ル
タ
間
で
闘
か
わ
れ
た
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
は
、
民
主
主
義
か
寡
頭
政
か
に
つ
い
て
理
想
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
相
違
に
よ
る
戦
争
で
は
な

く
て
、
ま
さ
し
く
帝
国
間
の
戦
争
で
あ
っ
た
。
六
〇
年
前
に
、
同
盟
の
指
導
的
地
位
に
つ
い
た
ア
テ
ナ
イ
は
、
ペ
ル
シ
ア
専
主
政
と
闘
い
勝
利
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介紹

を
博
し
た
結
果
、
よ
り
大
き
な
力
と
富
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
の
真
の
原
因
は
、
「
強
欲
、
い
か
な
る
権
力
も
い
か
な

る
領
土
も
満
足
さ
せ
な
い
、
権
力
と
領
土
へ
の
奇
妙
な
情
念
で
あ
っ
た
。
ア
テ
ナ
イ
人
と
ス
パ
ル
タ
人
は
、
唯
一
の
理
由
か
ら
　
　
つ
ま
り
、
か
れ

ら
は
強
力
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
故
、
よ
り
強
力
な
力
を
競
い
合
っ
た
　
　
闘
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
民
主
的
ア
テ
ナ
イ
と
寡
頭
的
ス
パ

ル
タ
の
違
い
か
ら
で
は
な
く
て
、
似
て
い
た
か
ら
闘
っ
た
の
で
あ
る
。
」
戦
争
の
末
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
軍
事
支
出
に
国
力
を
そ
が
れ
、
政

治
不
安
に
分
裂
さ
せ
ら
れ
混
乱
さ
せ
ら
れ
、
同
盟
国
に
見
捨
て
ら
れ
、
そ
し
て
挽
回
の
た
め
の
海
軍
に
よ
る
シ
シ
リ
i
遠
征
を
や
り
損
な
っ
た
。

そ
れ
は
戦
闘
上
の
単
な
る
敗
北
に
と
ど
ま
ら
ず
、
何
千
人
も
の
ア
テ
ナ
イ
人
が
切
り
殺
さ
れ
溺
死
し
飢
餓
や
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
死
ん
だ
。
他

に
何
千
人
以
上
の
者
が
奴
隷
と
な
り
、
大
半
は
シ
ラ
ク
サ
の
石
切
り
場
で
重
労
働
の
た
め
に
死
ん
だ
。
紀
元
前
四
〇
四
年
四
月
、
ス
パ
ル
タ
司

令
官
リ
サ
ン
ド
ロ
ス
が
ア
テ
ナ
イ
を
占
領
し
た
。

　
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
『
戦
史
』
執
筆
の
頃
、
不
興
を
買
っ
て
い
た
。
紀
元
前
四
二
四
年
に
将
軍
で
あ
っ
た
彼
と
そ
の
軍
隊
は
、
ト
ラ
キ
ア

沖
海
戦
で
敗
北
し
、
か
れ
は
そ
の
領
地
へ
追
放
さ
れ
た
。
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
、
四
〇
四
年
か
ら
三
九
九
年
の
間
、
ア
テ
ナ
イ
に
居
た
ら
し

い
が
、
そ
の
頃
、
亡
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
紀
元
前
四
六
〇
年
頃
と
い
わ
れ
る
生
誕
も
定
か
で
な
い
。
か
れ
の
『
戦
史
』
が
中
断
の
形
で
終
っ

て
お
り
未
完
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
評
釈
者
の
中
に
は
殺
害
説
を
主
張
す
る
者
も
い
る
。
と
も
あ
れ
、
『
戦
史
』
の
主
題
は
、
ス
パ
ル
タ
に
よ
る

ア
テ
ナ
イ
の
敗
北
で
は
な
く
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
い
う
よ
う
に
民
主
主
義
の
「
愚
か
さ
」
で
も
な
い
。
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
主
た
る
関
心
事
は
、

社
会
と
個
人
の
興
亡
に
お
け
る
人
問
性
の
決
定
的
役
割
を
論
証
し
、
そ
し
て
、
自
由
乃
至
民
主
主
義
と
、
規
律
乃
至
自
己
統
制
が
共
存
し
う
る

か
ど
う
か
を
問
題
提
起
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
平
和
と
、
ソ
ロ
ン
や
ペ
リ
ク
レ
ス
等
の
有
能
な
指
導
力
を
得
れ
ば
、
共
存
が
可
能
だ
と
信
じ
た

が
っ
た
。
ペ
リ
ク
レ
ス
の
死
後
、
そ
し
て
、
ま
す
ま
す
戦
争
が
進
捗
す
る
に
つ
れ
、
か
れ
は
民
主
政
体
　
　
そ
の
意
味
は
「
少
数
者
と
多
数
者

の
合
理
的
で
中
庸
の
と
れ
た
混
合
に
基
づ
く
統
治
」
で
あ
っ
た
　
　
が
、
戦
争
の
重
圧
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
。

　
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
、
民
主
政
が
ア
テ
ナ
イ
没
落
の
原
因
だ
と
信
ず
る
ど
こ
ろ
か
、
紀
元
前
五
世
紀
前
半
に
お
け
る
ア
テ
ナ
イ
の
、
強
国

へ
の
驚
く
べ
き
進
展
を
民
主
政
治
に
起
因
す
る
と
考
え
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
が
意
味
し
た
こ
と
は
、
一
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『トマス・ホッブズ』（二）

定
期
間
職
務
に
つ
き
選
挙
に
よ
る
行
政
府
や
立
法
府
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
近
代
代
議
政
治
で
は
な
く
、
最
も
数
の
多
い
構
成
要
素
、
即
ち
、
下

層
階
級
の
為
に
統
治
す
る
す
べ
て
の
人
民
の
政
体
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
ホ
ッ
ブ
ズ
に
よ
れ
ば
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
、
「
何
よ
り
も
民
主
主
義
が
嫌
い
」
で
、
　
「
名
目
上
は
民
主
的
だ
が
実
質
上
は
ペ

リ
ク
レ
ス
の
下
で
の
君
主
政
」
を
好
み
、
し
か
も
か
れ
は
「
王
室
系
の
家
系
」
で
あ
る
か
ら
「
王
権
政
治
に
最
も
賛
成
す
る
よ
う
に
思
え
る
」

と
い
う
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
最
大
の
嘆
き
の
一
つ
が
、
戦
時
中
の
ア
テ
ナ
イ
は
、
ヘ
ル
モ
ク
ラ
テ
ス
に
率
い
ら
れ
た
シ
ラ

ク
サ
と
比
べ
て
「
国
民
を
良
識
を
も
っ
て
導
く
第
二
の
ペ
リ
ク
レ
ス
を
欠
い
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ト
ゥ

キ
ユ
デ
イ
デ
ス
に
し
て
み
れ
ば
、
今
後
直
面
す
る
「
大
窮
地
」
と
は
、
民
主
主
義
と
責
任
性
あ
る
指
導
力
が
「
戦
争
の
重
圧
と
大
衆
の
激
し
い

要
求
の
下
で
い
か
に
し
て
持
続
し
う
る
か
」
で
あ
っ
た
。

　
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
を
反
民
主
主
義
者
に
仕
立
て
る
の
は
、
一
六
二
九
年
頃
の
ホ
ッ
ブ
ズ
自
身
が
「
王
権
政
治
」
の
熱
烈
な
味
方
で
あ
り
、

議
会
の
挑
戦
に
反
対
す
る
国
王
の
強
力
な
支
持
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
事
実
上
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
イ
デ
ス
を
ホ
ッ
ブ
ズ
主
義

者
に
仕
立
て
た
の
で
あ
る
。
一
六
三
八
年
、
第
三
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
宛
書
簡
で
は
「
自
分
の
仮
定
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
愚
か
者
、
ト
ゥ
キ
ュ

デ
ィ
デ
ス
と
お
呼
び
下
さ
れ
」
と
書
き
、
少
な
く
と
も
一
度
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
と
自
分
と
の
同
一
視
を
ほ
の
め
か
し
た
。
と

は
い
え
、
ホ
ッ
ブ
ズ
と
ト
ゥ
キ
ュ
デ
イ
デ
ス
と
の
間
に
、
性
格
上
の
類
似
性
が
な
く
も
な
か
っ
た
。
即
ち
、
両
者
と
も
、
悲
観
的
、
懐
疑
的
、

高
度
に
知
性
的
、
冷
静
、
そ
し
て
少
な
く
と
も
表
面
的
に
控
え
目
だ
が
激
し
い
内
面
的
緊
張
を
伴
っ
た
性
格
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
両
者
と
も
、

言
葉
の
意
味
が
、
戦
争
等
の
事
件
の
変
動
に
つ
れ
、
変
化
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
、
「
軽
率
な
侵
略
行
為
と
叙
述

さ
れ
る
の
が
き
ま
り
だ
っ
た
も
の
が
、
今
や
、
党
派
心
の
強
い
人
々
に
見
い
出
し
た
い
と
期
待
す
る
勇
気
だ
と
み
な
さ
れ
た
。
待
期
し
て
将
来

を
考
え
る
の
は
臆
病
者
の
別
の
表
現
方
法
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
…
」
と
書
く
。
ホ
ッ
ブ
ズ
も
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
中
で
「
あ
る
人
が
知
恵

と
呼
ぶ
も
の
を
他
の
人
は
恐
怖
と
呼
び
、
あ
る
人
が
惨
酷
と
呼
ぶ
も
の
を
他
の
人
は
正
義
と
呼
び
、
あ
る
人
が
浪
費
と
呼
ぶ
も
の
を
他
の
人
は

大
度
と
呼
び
、
あ
る
人
が
沈
着
と
呼
ぶ
も
の
を
他
の
人
は
愚
鈍
と
呼
ぶ
。
」
と
記
す
。
こ
う
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
の
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
と
の
同
一
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視
は
、
し
ば
し
ば
翻
訳
に
あ
た
っ
て
も
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
や
そ
の
時
代
の
状
況
よ
り
も
ホ
ッ
ブ
ズ
と
そ
の
時
代
の
状
況
に
ひ
き
寄
せ
る
文
体

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
最
大
の
間
題
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
、
国
王
と
議
会
と
の
対
立
を
、
君
主
政
の
賢
明
さ
と
民
主
政
の
「
愚
か
さ
」
と
の
間
の
、

事
実
上
和
解
し
が
た
い
対
立
と
し
て
み
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
実
は
、
そ
う
し
た
対
立
で
あ
る
よ
り
も
、
国
王
の
側
に
問
題
が
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
臆
病
者
の
上
、
既
婚
し
父
親
で
あ
り
な
が
ら
、
強
い
同
性
愛
癖
が
あ
っ
た
。
優
柔
不
断
で
浪
費
家
で
あ
っ
た
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、
通
常
支
出
、
即
ち
、
戦
争
と
は
無
関
係
な
支
出
が
約
三
〇
万
ポ
ン
ド
の
年
収
内
で
収
ま
っ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
異
な
り
、
最
初

か
ら
収
入
を
は
る
か
に
超
え
て
使
っ
た
。
一
六
一
四
年
ま
で
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
支
出
は
、
年
四
〇
万
ポ
ン
ド
か
ら
五
二
万
二
千
ポ
ン
ド
に
は

ね
あ
が
っ
た
。
そ
の
内
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
使
っ
た
ほ
ぼ
二
倍
の
額
七
万
七
千
ポ
ン
ド
を
宮
廷
の
日
常
生
活
費
と
し
て
使
用
し
た
。
一
六
一
二
年

ま
で
に
五
〇
万
ポ
ン
ド
の
負
債
が
あ
り
、
一
六
二
四
年
頃
に
は
そ
れ
は
総
額
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
達
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
浪
費
し
な
け
れ

ば
、
議
会
は
、
か
れ
の
課
税
権
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
一
六
二
五
年
六
月
の
第
一
回
議
会
で
、
チ
ャ
ー
ル

ズ
が
譲
歩
し
て
い
れ
ば
、
国
王
と
議
会
は
十
分
融
和
的
で
あ
っ
た
ろ
う
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
二
ヶ
月
後
に
議
会
を
解
散
し
た
し
、
一
六
二
六
年
二

月
に
召
集
さ
れ
た
第
二
回
議
会
を
五
ヶ
月
足
ら
ず
で
閉
会
し
た
。
一
六
二
八
年
三
月
、
第
三
回
議
会
が
召
集
さ
れ
た
　
　
そ
の
頃
、
ホ
ッ
ブ
ズ

は
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
翻
訳
を
完
成
し
て
い
た
　
　
が
、
一
六
二
九
年
一
月
、
国
王
の
表
現
で
は
「
反
抗
的
で
扇
動
的
な
態
度
」
の
為
、

解
散
さ
れ
た
。
以
後
七
年
間
、
議
会
は
開
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
訳
『
戦
史
』
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
内
乱
よ
り
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
否
、
一
六
二
九
年
以
前
か
ら
、
既
成
秩
序
に
対
す
る
挑
戦
1
そ

う
し
た
挑
戦
が
い
か
に
穏
や
か
で
理
性
的
で
あ
れ
　
　
に
不
寛
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
故
、
「
安
定
し
明
瞭
な
権
威
の
側
に
立
た
」

ざ
る
を
え
ず
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
議
会
で
、
商
人
等
の
企
業
家
の
「
政
治
的
野
心
」
を
蔑
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。
『
市
民
論
』
や

『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
以
前
に
お
い
て
も
、
四
〇
才
の
ホ
ッ
ブ
ズ
は
既
に
、
悲
観
的
で
懐
疑
的
で
、
風
刺
屋
で
皮
肉
屋
で
、
人
間
性
の
暗
部
を

強
調
し
、
宗
教
に
つ
い
て
二
律
背
反
的
で
、
用
心
深
く
自
己
防
衛
的
で
、
横
柄
だ
が
上
位
の
者
に
は
態
勲
で
、
仲
間
に
は
大
し
た
好
意
を
示
さ

な
か
っ
た
。
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『トマス・ホッブズ』（二）

　
と
こ
ろ
で
、
ホ
ッ
ブ
ズ
四
〇
才
の
時
、
一
六
二
八
年
六
月
二
〇
日
の
第
二
代
伯
爵
の
死
後
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
生
活
に
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
新

し
い
変
化
が
あ
っ
た
。
伯
爵
は
、
遺
言
で
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
年
八
○
ポ
ン
ド
の
恩
給
を
決
め
て
い
た
が
、
そ
れ
は
支
払
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

当
時
の
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
の
家
計
報
告
は
明
ら
か
に
不
完
全
で
は
あ
る
の
だ
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
伯
爵
に
貸
し
た
金
も
　
　
利
子
分
は
支
払
れ
た
が

元
金
は
支
払
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
『
自
叙
伝
』
の
中
で
述
べ
た
と
お
り
、
「
軽
視
さ
れ
た
」
と
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
伯
爵
没
後
五
ヶ
月
以
上
経
っ
た
一
六
二
八
年
一
一
月
近
く
に
な
っ
て
も
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
依
然
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
の
ロ
ン
ド
ン
邸
に
住
ん

で
い
た
し
、
一
六
二
九
年
の
初
め
の
二
、
三
ヶ
月
間
そ
こ
に
滞
ま
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
一
六
二
九
年
の
あ
る
時
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ジ
ャ
！

ヴ
ァ
ス
・
ク
リ
フ
ト
ン
の
家
庭
教
師
と
な
っ
た
。
（
レ
ア
ー
ド
、
ピ
ー
タ
ー
ズ
、
そ
し
て
ミ
ン
ツ
も
、
ク
リ
フ
ト
ン
を
誤
っ
て
ク
リ
ン
ト
ン
と
記
す
。
）
か

れ
は
、
年
齢
お
よ
そ
一
七
才
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
シ
ャ
i
州
の
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
・
ク
リ
フ
ト
ン
卿
の
長
男
で
継
承
者
で
あ
っ
た
。
ク
リ
フ
ト
ン

家
は
、
征
服
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
共
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ヘ
来
た
最
初
の
一
族
で
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
シ
ャ
ー
に
久
し
く
在
住
す
る
高
貴
・
華
麗
な

名
門
で
あ
っ
た
。
息
子
の
師
よ
り
わ
ず
か
一
才
年
上
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
卿
は
、
初
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
伯
の
知
己
を
通
じ
て
ホ
ッ
ブ
ズ
に

出
会
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ホ
ッ
ブ
ズ
と
弟
子
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
は
、
一
六
二
九
年
と
三
〇
年
の
一
八
ヶ
月
間
を
、
大
陸
で
、
取
り
分
け
フ
ラ
ン
ス
で
過
ご
す
。
一
六
三
〇

年
の
三
月
の
大
半
を
パ
リ
で
過
ご
し
、
そ
の
後
、
ミ
ラ
ノ
領
経
由
で
ヴ
ェ
ニ
ス
に
向
お
う
と
し
た
が
、
折
り
し
も
マ
ン
ト
ヴ
ァ
継
承
戦
争
の
為
、

止
む
を
得
ず
、
四
月
初
め
馬
車
で
リ
ヨ
ン
に
向
っ
た
。
四
月
二
二
、
二
三
日
、
騎
馬
に
て
リ
ヨ
ン
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
移
り
、
そ
こ
に
ニ
ケ

月
以
上
滞
在
し
た
。
一
六
三
〇
年
四
月
二
九
日
付
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
卿
宛
第
二
信
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
到
着
し
、
プ
レ
イ
ヴ
ォ
ウ

（
汐
曾
8
一
）
氏
な
る
人
の
邸
に
宿
泊
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
プ
レ
イ
ヴ
ォ
ウ
氏
と
は
、
恐
ら
く
ピ
エ
ー
ル
・
プ
レ
イ
ヴ
ォ
ウ
の
こ
と
で
、

一
五
四
九
年
に
イ
ス
ー
ダ
ン
に
生
ま
れ
、
一
六
一
二
九
年
に
亡
く
な
っ
た
人
物
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
プ
レ
イ
ヴ
ォ
ウ
氏
は
「
そ
の
市
の
誰
よ
り
も

高
い
評
価
を
え
て
い
る
牧
師
で
、
極
め
て
賢
明
で
高
潔
な
人
物
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
風
の
と
こ
ろ
は
な
い
（
厳
格
な
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
的
で
な
い
と
い

う
意
味
か
？
1
岡
部
）
が
、
そ
の
地
の
住
人
や
牧
師
に
極
め
て
必
要
な
人
物
」
で
あ
っ
た
。
プ
レ
イ
ヴ
ォ
ウ
氏
の
書
庫
が
、
オ
ー
ブ
リ
ー
の
伝
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介紹

え
る
「
と
あ
る
紳
士
の
書
庫
」
だ
と
す
れ
ば
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
そ
こ
で
初
め
て
「
幾
何
学
に
眼
を
向
け
」
た
こ
と
に
な
る
。
所
謂
、
「
幾
何
学
と

の
恋
」
の
事
件
で
あ
る
。
オ
ー
ブ
リ
ー
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
そ
の
時
、
「
四
〇
才
」
で
あ
っ
た
と
記
す
が
、
正
確
に
は
四
一
才
か
四
二
才
に
な
っ

た
ば
か
り
だ
か
ら
、
オ
ー
ブ
リ
ー
が
誤
っ
た
か
推
量
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
後
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
青
年
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
に
イ
タ
リ
ア
語
を
教

え
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
訪
間
を
企
て
る
が
、
戦
争
の
為
、
オ
ル
レ
ア
ン
に
引
き
返
し
た
。
六
月
一
〇
日
頃
に
は
そ
こ
に
い
て
、
一
ヶ
月
余
滞
在

し
た
ら
し
い
。
七
月
一
〇
日
付
の
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
卿
宛
書
簡
で
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
お
会
い
す
る
こ
と
を
」
楽
し
み
に
し
て
待
ち
、
そ
れ
は

「
最
も
遅
く
と
も
来
春
〔
一
六
三
一
年
〕
に
は
」
と
の
希
望
で
結
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
一
六
三
〇
年
一
一
月
二
日
付
、
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
発

信
の
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
卿
宛
ホ
ッ
ブ
ズ
書
簡
は
、
帰
国
し
、
そ
の
日
ま
で
に
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
に
復
職
し
た
こ
と
を
示
す
。
「
私
の
復
職
は
、
あ
な

た
の
厚
意
あ
る
御
手
紙
の
お
陰
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
私
の
女
主
人
は
、
ク
リ
フ
ト
ン
氏
へ
の
私
の
奉
仕
を
あ
な
た
が
心
よ
く
お
認
め

下
さ
っ
た
こ
と
を
理
解
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
。
」
そ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
恐
ら
く
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ヘ
の
卿
の
推
薦
状
が
先
行
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
ホ
ッ
ブ
ズ
と
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
卿
と
は
、
一
六
三
一
年
二
月
≡
二
日
付
書
簡
、
エ
ハ
三
五
年
一
月
三
〇
日
付
パ
リ
発
信
書
簡
か
ら
し

て
も
、
そ
の
後
も
親
し
い
間
柄
を
保
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
卿
と
そ
の
子
息
の
関
係
は
、
一
六
三
六
年
頃
に

冷
え
き
り
深
刻
な
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
子
息
が
自
分
の
妻
に
対
し
「
分
別
を
も
っ
て
」
行
動
せ
ず
、
「
不
節
制
」
を
や
め
ず
、
資

産
を
「
浪
費
」
し
た
か
ら
で
あ
る
。
子
息
は
そ
の
浪
費
に
よ
る
負
債
の
た
め
一
度
な
ら
ず
提
訴
さ
れ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
の
以
前
の
弟
子
、
第
二
代

デ
ボ
ン
シ
ャ
i
伯
と
同
じ
く
彼
も
「
浪
費
家
」
で
あ
っ
た
。
卿
と
子
息
の
仲
違
い
は
全
く
和
解
せ
ず
、
卿
が
一
六
六
六
年
に
亡
く
な
っ
た
時
、

生
存
中
の
子
息
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
で
は
な
く
、
二
男
の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ク
リ
フ
ト
ン
卿
に
財
産
が
譲
渡
さ
れ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
が
『
自
叙
伝
』
の

中
で
、
青
年
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
の
指
導
に
つ
い
て
全
く
触
れ
な
い
の
は
、
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
卿
が
ホ
ッ
ブ
ズ
の
友
人
で
時
に
は
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ

た
し
、
デ
ボ
ン
シ
ャ
ー
家
の
友
人
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、
卿
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
自
身
も
含
む
サ
ー
ク
ル
、
即
ち
、
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
伯
爵
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
シ
ュ
伯
爵
の
こ
と
。
第
二
代
デ
ボ
ン
シ
ャ
i
伯
爵
と
同
じ
く
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ

ク
の
孫
で
、
一
六
六
五
年
以
降
、
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
公
爵
と
な
る
。
）
の
サ
ー
ク
ル
に
属
し
て
い
た
。
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と
こ
ろ
で
、
ク
リ
フ
ト
ン
家
の
古
記
録
は
、
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
卿
と
ホ
ッ
ブ
ズ
の
間
の
、
内
乱
以
前
の
往
復
書
簡
を
残
し
て
い
る
も
の
の
、
青

年
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
に
つ
い
て
も
、
家
庭
教
師
と
し
て
の
ホ
ッ
ブ
ズ
に
つ
い
て
も
全
く
言
及
し
な
い
。
恐
ら
く
、
ホ
ッ
ブ
ズ
も
ク
リ
フ
ト
ン
家
も

「
み
じ
め
で
嘆
か
わ
し
い
」
ジ
ャ
ー
ヴ
ァ
ス
と
の
つ
な
が
り
を
忘
れ
て
し
ま
い
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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